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第３回地域発達支援協議会 会議録 

１ 日 時  令和２年２月２７日（木）１５：００～１７：００ 

２ 場 所  新居浜市こども発達支援センター 

３ 出席者  委員 竹 本 幸 司    委員  関 谷 博 志  

   委員 明 智 美 香    委員 合 田 史 宣    

 委員 髙 橋 詩 織    委員 安 永 亮 浩  

 委員 石 見 慈      委員 永 井 真由美    

 委員 髙 橋 美 鈴    委員 西 原 泰 介   

 委員 日 野 右 子    委員 大 江 真 輔 

 委員 原 麻 依 子    委員 真 鍋 真理子  

 委員 八 木 文 恵    委員 野 沢 佐絵美 

アドバイザー 吉松 靖文 

アドバイザー 渡部 徹 

４ 欠席者  委員 玉井 広志  道田 真由美  坂上 玲子  星田 ゆかり 

５ 事務局  丸山 泰浩  丸山 律子  藤田 惠女  西原 勝則  

 田中 康一郎 

６ 傍聴者  なし 

７ 議題   （１）教育委員会あいさつ 

（２）協議題 

① 情報交換について 

② その他 

８ 議事   開会 午後１５時００分 

               

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 皆さんこんにちは、本日はお忙しい中、令和元年度第３回地域発達支援協議

会にご出席いただきましてありがとうございます。 

 本日は、４名の欠席のご連絡を頂いております。委員定数２０名のうち１６

名の出席をいただいておりますので、本協議会の成立要件は満たしております

のでご報告致します。 

それでは、只今から、第３回新居浜市地域発達支援協議会を開催致します。

開会にあたりまして、委員長がご挨拶を申し上げます。 

 

   ――委員長あいさつ―― 

 

 それでは、お手元の議事に従いまして会を進めて参ります。 

 議題 ①情報交換について 事務局よりお願いします。 
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 今年度は、本日が最後の新居浜市地域発達支援協議会になります。１年間を

振り返りながら、それぞれのお立場で実践を積み重ねてこられたことと思いま

す。皆様方からそれぞれの所属先の取り組みの中で、活動内容や成果、課題等

を挙げていただくようお願いいたしておりましたので、皆様に３分程度でご発

表いただけたらと思います。各所属先の取り組みを知っていただきたいこと

と、すべての課題については難しいかもしれませんが、後で、課題につきまし

て、次年度、改善につながるようなご意見が少しでもいただけたらと存じます。

委員長よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。ただいま事務局から提案がありましたので、それ

ぞれの所属先での成果や課題等を順にご発表いただきたいと思います。 

 

 困っているということで、皆様からアドバイスを教えていただきたいことを

お伝えします。発達障がいの診断の補助として、発達検査の需要が高まってお

ります。県立新居浜病院では、常勤の臨床心理士は不在です。２名の非常勤が

月１回ずつの計２回、県立中央病院からの応援勤務で来られております。それ

ぞれの先生から３枠ずついただいており、１か月で６枠を確保しております。

だたし、臨床心理士も発達検査だけの需要ではなく、カウンセリングの需要も

あり、６枠全てが検査を行っているわけではありません。必要に応じて検査を

実施しているという状態です。発達検査をした方がいいという話になっても数

か月の待機が慢性的に続いており、困っております。対応策を教えていただき

たいと思います。この会議ではないのですが、教育支援委員会に出席すると、

学校の事例で発達検査を行ったという報告があり、発達支援課や保健センター

では、どのように臨床心理士を確保し、検査につなげているのかと思うことが

あります。また、それ以外で、どこにいけば臨床心理士に行き当たるのかを知

りません。保健センターで会った臨床心理士の話をうかがったところ、そもそ

も臨床心理士の数自体が足りていない状況だと思うことをおっしゃっていま

した。県立病院なので、県の職員以外で雇用をお願いすると手続きがややこし

いと思うのですが、県立とか、新居浜とか、西条とか言っている場合ではない

ほど、発達検査の供給が需要に追い付いていないと思っております。どのよう

にしていけばよいか教えていただきたいというのが１つです。もう１つは、発

達障がいの子どももいずれは大人になってくるのですが、成人の年齢に達して

きた時に、どういうところに相談すればよいのかが分かっておりません。社会

資源のことを分かっていないので、そのあたりを連携していきたいと思ってお

ります。教えていただければと思います。 
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 どうもありがとうございます。２つのお悩みをいただきました。少し、この

ことを協議してから話を進めていきたいと思います。 

 まず、発達障がいの診断のために発達検査の需要が増えているのだけれど

も、臨床心理士が確保できておらず、人数が少ない中でどうやればいいかとい

うお悩みでした。発達検査の方も、教員ではなく、臨床心理士に取ってもらう

ようになっております。 

 

 

 発達検査を取りあつかうだけの専門性は必要です。厳密の資格の要件はでて

いませんが、現時点で公開されているものとしては、公認心理師、臨床心理士、

特別支援教育士、臨床発達心理士、学校心理士のこの５つは、日本文化科学社

が公表している基準の中にありますので、臨床心理士以外の資格をお持ちの方

でも検査は取れるという現状はあります。ちなみに、西条市は、教育委員会関

連の検査は、特別支援教育士を持っている教員に、発達相談に必要な検査をし

てもらっています。それで、専門性を確保して行っていると聞いております。 

 

 ありがとうございます。本市は、資格を持っている方を確保できていますが、

検査実施の現状はどういった状態でしょうか。 

 

 本市所属の臨床心理士の枠と、外部にお願いしている枠で検査を行っている

状況です。なお、本市所属の臨床心理士は、自身が検査を取るというだけでな

く、パートで来ていただいている臨床心理士が検査を読み取る時に困った際の

サポートをお願いしております。また、急を要する事例、保護者の都合や子ど

もの状態によって学校で実施をしなければならない事例等、課題が大きい場合

に検査を実施してもらっています。 

 

 発達支援課の場合、検査を実施できる最大枠は何人ぐらいでしょうか。 

 

 今、発達検査を取ることが目標ではなく、どうして検査が必要なのかという

検査の意義や、学校でどういったことに困っているかというアセスメントも含

めて臨床心理士として関わってもらっています。月に１０人ぐらいです。今、

発達検査の数値だけが独り歩きしていることがあります。例えば、保護者のご

希望から、電話で「発達検査をお願いします」と言われ、数値だけを見て線引

きをすることがあります。検査の数値だけが独り歩きせず、次につなげるため

の検査であることを前提に、アセスメントシートを工夫してもらったり、なぜ
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検査が必要で、どうやって活かしていくかということをふまえて様式やシステ

ムを考えてもらったりしております。 

 

 ありがとうございます。西条市のように、市の教員で発達検査ができる方は

何名かいるのでしょうか。数名でしょうか。 

 

 ４、５人はいらっしゃると思っております。 

 

 資格を持って検査を取っている先生が４、５人いるということですね。その

人材は、病院の診断のお手伝いができるところまでの余裕はないですよね。 

 

 発達支援課ができたのが、子ども達が学校生活で上手くいければ社会生活が

よりよくなるだろうということで、学校生活の支援をするためにできた組織で

す。相談機関なので、診断する機関でもなく、発達検査をする機関でもない、

子ども達がより幸せな生活を送ってもらえるように相談する機関なのです。入

り口の幼小保の連携と出口の高校とも連携してやっているところです。あくま

でも、幸せな学校生活を活かすための、日ごろの指導支援に活かすための検査

というところが大事なコンセプトなので、先ほどの話にあったように、ただ検

査を取って欲しいとか、病院がいっぱいだから取ってほしいという連絡があっ

て、発達支援課として方針をはっきりさせていかないといけない。原点に帰る

ということで、今の状態で行っていこうということになっております。 

 

 ありがとうございます。発達支援課では、先ほどの話にあったようにしてい

るということです。困っていることを解消するための手立てとしては、至らな

いかと思います。 

 

 福祉関係の手帳の更新などで、発達検査をお願いできないかという保護者の

方の切実なお願いやお電話があるのですが、その部分に関してもお断りさせて

いただいております。 

 

 病院側に臨床心理士が増えていくという世の中の流れはあるのでしょうか。 

 

 発達検査も保険点数がでるということなので、公認心理師も国家資格化して

いるので、全体的に増やすことになるかなと思っております。 

 

 資格を持っている方が、県の方で就職してくれるかどうかという問題や検査
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を取るだけで雇用してくれるかという問題はどうなのでしょうか。 

 

心理士の必要性については、県においても感じているようなのですが、募集

をかけていないようではないのですが、応募する方も少ないという状態のよう

です。 

 

診断と学校の対応との関係の部分だと思います。どういういきさつで、病院

に診断を受けに行ったのかが重要だと思われます。学校に籍を置いている場

合、学校と相談して医療を受けるという流れであれば、検査できる担当が検査

を実施して資料をつけてお返しするという流れができると思います。そういっ

た流れを作っていくことができれば解消につながると思います。学校に相談し

ないで医療機関に行く場合や就学前の場合は、どこの関係機関がカバーするの

かという問題があります。保健センターや発達支援課などの機関が、相談があ

った時に、検査を行い、医療とつながるような流れが定着すれば何分の一かは

解消できると思います。学校としては、医療機関で発達検査をしてもらった場

合、結果をいただくと、指導計画を立てる時に役立つので、情報交換をしても

らえたらなと思います。 

東温市の場合は、愛大の医学部との連携をしているのですが、医学部と教育

委員会との間で、個人情報のやり取りをしており、医学部から教育委員会の方

に、検査の結果をもらったら、それを教育支援委員会の範疇で活用するという

情報管理のルールを作って対応しています。県の方で児童相談所とか、療育セ

ンターやあいゆうは、大まかなプロフィールしか出してくれないので、細かい

のは出してもらえないというルールがあるようです。公認心理師の制度化がさ

れていけば細かいところまで情報交換できるのではないかなと思います。今は

その過渡期なのだろうなと思います。医療機関を利用するまでの過程で、保護

者が検査結果を持って受診をしていただき、医療機関のご指導をいただければ

と思います。 

 

ありがとうございます。検査と診療、教育の関係をかみ合わせていければ、

いくらか前に向くかというご助言をいただきました。もう一つは、子どもが成

人の年齢になった時に、どこに相談していくとよいのか、どういう流れになっ

ているのかということなのですが、こちらについてご意見をたまわりたいと思

います。 

 

どのようなニーズかはわかりませんが、地域医療連携室から相談を受けて、

退院支援を行ったり、フォローアップで見てもらえないかということで、新居
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浜市に６つある委託相談事業所に相談があったりします。毎年、チラシ等で事

業の紹介をさせていただいております。障がいに特化したニーズで対応してお

ります。医療との架け橋を行うということはできていない状態です。 

 

市に、６か所あるということですね。ありがとうございます。 

 

 その周辺の問題として、不登校とひきこもりの問題があると思います。３９

歳までであったものが、６０歳になり、退職後のひきこもりの高齢者をどうす

るかという問題にまで広がっています。子どもにはじまり、成人、高齢者で困

難を抱えたケースをどう対応していくかという問題があります。また、そうい

った問題をおっかける形で制度ができている現状があると思います。今のよう

なご提案をいただいて、新居浜市として、ケースにおいて、仕組みを少しずつ

作っていく必要があると思います。 

 

 発達支援センターは、新居浜市は何歳までを対象としていますか。 

 

  

 学童期が多いのですが、年齢的にいうと相談にのっている最高齢は７８歳と

いうことです。発達支援課の相談についての補足説明ですが、相談のベースは、

小中高の子どもさんであって、その子どもさんの祖父が心配していたりするケ

ースなどになります。ベースは子どもとなっております。 

 

 ずいぶん、幅広いですね。年齢を決めていないということでしょうか。四国

中央市だと２５歳までだったと思うのですが。あと、県では心と体の健康セン

ターが成人期の発達障がいを対応していると聞いています。今、ひきこもりが

大きな社会問題になっているので、ひきこもり関連に関する事業を使ってもら

うとよいと思います。成人だと精神障害福祉手帳をしっかり使ってもらうとい

う対応があると思います。成人期の統合したシステムができていないという現

状だと思います。市の方で、そういった仕組みを集約していく必要があると思

います。 

 

ありがとうございます。 

 

成人領域といったのは、何歳で区切らないといけないとは思っておらず、ケ

ースバイケースだと思っております。在宅のケースなどがあり、いろいろな年

齢で考えていかないといけないと思っております。さすがに、小児科だけで一
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生面倒みていくのは難しくなっていていると思っております。 

 

ありがとうございます。皆さんのご意見をお聞きしたいので、次に移らせて

いただきます。 

 

はげみ園は、障がい児とその家族が、子どもの成長を喜び、安心してこの新

居浜市という地域で生活が送れることを支えるために事業を展開してきまし

た。制度の中では、児童発達支援の中の児童発達支援事業所ということで、身

近な地域で、親と子の生活を支えております。はげみ園の方では、通園の形態

を親子通園という形で行っており、お母さんとお子さんに一緒に通園してもら

っています。０歳からの早期療育に取り組んでいるということで、専門職の理

学療法士もいますので、運動発達のために０歳から、親子できてもらって、発

達支援を行い、子どもの世界を広げながら、社会にでていく準備を手伝ってお

ります。特に、０歳から３歳のところを支えていきたいと思って支援し、併せ

て就学まで支援を行っております。０歳から３歳までは、母親が子育てで苦労

する時期ですし、障がいや発達の遅れがあって子育てがしにくいことなどによ

って、より苦労して疲弊する時期でもあります。子どもの障がいや課題を認め

て、前向きに取り組めるように親子ともに支援が必要です。また、丁寧で手厚

い支援が必要だと思っております。職員の配置等を手厚くして、丁寧に関わっ

ているところです。０歳から３歳は、子どもの変化が激しいので、母親との関

係の中で、母親とともに育っていくものであり、母子関係を築くことが大切で

すので、支えることで、親子が互いを知り、二次的な障がいを防ぐことができ

るのではないかと考えております。客観的な成果があるわけではありません

が、現在の形態を行ってきて、効果があると考えております。早期支援、早期

の親子支援が大事なのだと実感しております。今後とも、早期支援に重点を置

いて支援していきたいと考えております。 

事業所の運営等の課題はあります。この時期の親子の支援には、手厚い人員

配置が必要なのですが、国の定める最低人員配置基準の人員では十分に支援が

できない部分があります。サービスを提供すると、費用をいただくわけですが、

少ない人数で手厚い配置を行うと、支援の出来高があがるシステムになってい

ます。しかし、十分な人員配置をしようとすると９人の基準では難しいという

面があります。また、多職種の連携が必要となってきているということで、今、

はげみ園では、自閉症スペクトラムのクラスと身体障がいとダウン症などの知

的障がいのクラスの２つのクラスに分けているのですが、言語聴覚士、理学療

法士、臨床心理士、保育士、児童指導員、介護職など、多職種で行っています。

しかし、人材の確保が難しくなっているという現状があります。また、職員が
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定着しにくい部分があります。職員には、人の正常な発達、障害特性を理解し、

適切な評価を行い、子ども一人一人の特性に合わせた適切なオーダーメイドの

支援計画を立てて支援を行う能力が求められます。これは、国から発表された

児童発達のガイドラインにもあり、こういった能力を求められています。専門

分野だけではなく、支援を行う上では幅広い知識を身につけていかなければな

らないため、熟練が必要で、育成には時間がかかるという課題があります。専

門性が求められ、職員間の連携も求められており、人材を育てていくことも含

め、今後どうしていくかということが課題となっております。 

 

ありがとうございました。人材の確保が難しいことと、人材を育てることに

時間がかかること、オーダーメイドの支援を考えていくための職種的な問題が

あって、定着が難しいというご意見でした。 

 

障がい者支援協議会から参加させていただいております。この後、地域福祉

課からも連絡会等の報告があろうかと思いますので、簡単に説明させていただ

きます。成人期をみすえた幼児期、学齢期の療育、切れ目のない効果的な支援

について情報共有を行うため、はたらく部会と障がい児通所支援事業者連絡会

とのやりとりが行われています。その中で、ライフステージを通じて必要な支

援を考えるという視点で、発達支援課からも参加していただいている会もあり

ます。この地域発達支援協議会でも話題になった学校、福祉、家庭の連携のた

めのトライアングルプロジェクトが始動されています。同じような内容で、同

じような会合が開かれているのですが、今後、どのような、具体的な動きにな

っていくかを注目しております。 

 

同じような会があるわけですね。統合するかどうかの動きも含めて、また後

程、ご助言をいただくかたちで、次に移らせていただきます。 

 

発達の保障と子どもの最善の利益を目指してきていますが、うちの保育園の

ことを言わせていただきますと、４０年ほど続いている卒園旅行に行ってきま

した。年長児が保護者のいないところで、保育士と園長だけで、せとうちバス

に乗り、しおかぜの自由席に乗って、路面電車に乗り、三越でお昼ご飯を食べ、

城山に行き、メルパルクに一泊し、動物園に行って帰ってくるのですが、その

中に、脳性麻痺の子や自閉症の子などの障がいを持った子も含めて全員が行っ

ております。今まで、４０年行ってきて事故は起きておりせん。城山を登ると

ころでは、嫌がる子はでてくるのですが、子ども達が集まって、どういう声か

けをすれば上まで登ってくれるかをみんなで考えてくれて、結果、みんなで上
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まであがることができました。健常児の子ども達が、どうやれば障がいを持っ

た子に関われるかということを、卒園旅行の中で見えてくるというものがあり

ました。私たちは、そこまでできる子どもたちを育てたいと思いますし、小学

校にあがった時に、障がいを持った子どもに対する偏見がなくなるのではない

かなと思っております。うちの保育園を卒園した子の中にも、不登校になる子

がいますが、「保育園においでよ」と伝え、保育園で引き取り、１か月、２ヵ

月、保育園の中で過ごすことで、昔のことを思い出して小学校に戻っていくこ

ともできています。子ども同士がお互いに信頼しあっている関係という部分を

保育の中でどのように作っていくのかということが、大人になっていく上で必

要ではないのかと思っております。しかし、保育士不足が現実の問題としてあ

り、現在の保育がいつまで続けられるか、危機感を持っています。実際、保育

士はいません。東京などの大都市に行ってしまい、給料が良いという部分のみ

で保育士を使いつぶしてしまって、二度と保育士にならないという形で、潜在

保育士になってしまうという形があります。実際、保育士を辞めてしまわれた

先生は、二度と保育をしたくないという人が多くなっています。いかに、保育

士を確保するかという部分が現実の問題となっております。保育士に、発達に

関する知識を獲得させるという部分も私たちの課題となっております。保育関

係の人の研修で、障がい児の研修でいえば、愛媛県内で４００人ほど集まりま

す。１５時間の研修なのですが、集まります。それだけ、障がい児に対して、

それぞれの園で困っていることが浮き彫りになっている数字だと思います。乳

児保育などの研修でも、２００人ほどなのですが、障がい児の研修は多くなっ

ております。関心が高くなっているのだと思います。発達の基礎の部分になり

ますので、保育のところにも、関心を持っていっていただきたいと思います。 

 

ありがとうございます。人材不足も課題だということで、せっかく就職され

て４、５年していても戻りたくないような過酷な労働によって、復職しないと

いう課題も見えたのではないかと思います。 

 

発達とか気になる子どもさんについては、発達支援課の方に、みてもらって

相談をしたりしながら、担任や他の職員も記録とかをつけ、朝礼や終礼の時間

などを利用して情報を共有しております。情報を共有することで、担任の先生

だけではなく、全体で子どもを見ていき、意識することで、子どもに対する見

方や考え方が少しずつ変わってきているのではないかと思います。気になる子

が、年々増えたのではないかなと思います。子ども達にどうしてあげたら、楽

しく、楽に過ごせるのかなという部分が課題となっています。私立幼稚園は、

気になるお子さんがいても、加配制度というものが明確ではなく、基本、担任
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が一人で見ているということがあるので、限界があり、十分な対応ができてい

ないと思うところがあります。令和３年度から、子ども園に移行する予定なの

ですが、その場合に加配制度が、保育園さんと同じようになるのか、それとも

全く別のものとなるのか、制度についてもよくわかっていないので、制度のこ

とも答えがあれば教えていただければと思います。 

 

ありがとうございます。今の制度については、すぐに答弁とかできますでし

ょうか。 

 

今、ここでは答えはでないかと思います。 

 

では、次に進ませていただきます。 

 

労働の関係で参加させていただいているのですが、私は、障がい児・者の方

の相談支援事業、委託相談事業というのをメインにさせていただいておりま

す。そのあたりを中心に、皆さんに知っていただくことも兼ねて、課題も含め

て話をさせていただきます。資料をご覧ください。令和元年度、生活支援セン

ターわかば業務の内容と実績についてです。行っている事業は、大きく３つに

分かれます。加えて、ザ・サードプレイスゆる座は、スピンアウト的にしてい

る事業ですが、こちらは余暇活動ということで、重要な事業なのですが、今回

は説明を省かせていただきます。委託相談支援事業は、その状態に関わらず、

障がいのある方の相談にのっていく、ざっくばらんな相談と思っていただけれ

ばよいかと思います。この相談に加えて、自立支援協議会の運営などもしてお

ります。協議会、はたらく部会、相談支援部会、権利擁護部会の３つの部会が

あるのですが、地域福祉課と協力して行っております。部会には入っていませ

んが、障害者通所事業所関係者連絡会といって、児童発達事業所、放課後等デ

イサービス事業所、発達支援課等を集めて、自分たちの支援について考えてお

ります。ローカルスタンダードをその会で作成し、支援のスタンダードを考え

よう取り組んでいるところです。実績としては、４０名くらいの方の相談を受

けております。知的障がい者の相談が一番多く、８３８名となっております。

支援の方法としては、関係機関との連絡が多いのですが、電話相談したり、自

分でできない障がい者のために同行支援をしたり、自宅訪問をして一緒にした

りすることが多くなっています。 

指定特定相談支援事業は、計画相談と言われるものです。この相談事業は、

障がい福祉サービスを利用される際に行います。そのため、福祉サービスを受

ける方ではないとこの事業は受けることができません。計画を立てるのです
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が、プランナー化してしまうことが課題となっております。つまり、一人当た

りが抱える件数の問題や、一人にかかる事務量が増えてきているという問題が

あり、書類を作るだけの人になってしまうという課題があります。実績ですが、

年間で１２４件と書いているのですが、新居浜市の９つの事業所がそれぞれ１

００～１８０の枠の間の中で行っております。 

指定一般相談支援事業は、地域移行と地域定着の二つに分かれます。長期入

院されている方が、地域で生活していくことのお手伝いをする事業となりま

す。地域定着というのは、地域で一人暮らしされ始めた方の生活の安定のため

に、随時報告をしてもらい、生活状況を確認しております。私のところでは、

１件ですが、なかなか件数が増えません。よくやっているところでは、精神障

がいの支援が得意である相談支援事業所があり、そこでも、地域移行が年間１

～２件くらい、地域定着が５件ぐらいとなっております。指定一般相談支援事

業は、あまり使われないのですが、地域の受け皿の問題があります。新居浜市 

の市営住宅は、連帯保証人不要になったというニュースがありましたが、外に

出ていきやすい環境ができてきれば、もっと増えてくるとは思います。保証人

の問題や金銭面の問題があるため、増えないていない状態となっております。    

全体的な課題ですが、一人あたりが抱える事務量や件数が増えております。

児童の場合、事業所が１つ増えるたびに、サービスを受ける方が増えています

ので、その結果、事務量が増加し、相談員の余裕がなくなっている状態です。

また、マンパワーの問題があり、なり手が少ない状態です。相談支援専門員に

なるために、１０年の現場経験が必要なので、すぐにできるものではありませ

ん。連携の課題もあり、いかに地域をフィールドワークできているか、関係機

関と連携しているかが、相談員によって異なる現状があります。相談員の能力

や経験によって連携に差が生まれています。 

 

詳しいご説明ありがとうございます。マンパワーの問題、連携の問題など、

相談員の資質の向上が課題であることが分かりました。 

 

新居浜肢体不自由児者父母の会です。保護者団体としての活動内容や成果を

お伝えします。新居浜肢体不自由児者父母の会は、創立が６２年で、私が生ま

れる前からある会です。今でこそ、普通に使われる「バリアフリー」や「ノー

マライゼーション」などの言葉もない時代から、保護者の親睦を深める場、情

報交換の場、施設や学校見学、社会啓発、福祉制度の勉強会、行政への要望な

ど、さまざまな活動をしてきました。肢体不自由児の学校問題に対しては、県

への要望を、保護者だけでなく、新居浜市からもしていただきました。２００

６年には、今治養護学校の分校が、新居浜保健所の跡に開校しました。現、特
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別支援学校となります。その後も、肢体不自由児の受け入れを要望し続けて、

２０１０年に新居浜市浮島小学校に肢体不自由児学級が開設されました。しげ

のぶ特別支援学校に高速道路を使って通っていた子どものために、スクールバ

スが運行されたり、２０１５年には、新居浜西高家政科の跡に、新居浜特別支

援学校分校として肢体不自由児が通える学校が開校しました。学校を作るたび

に、アンケートを行い、ニーズを確認し、地道に活動してまいりました。肢体

不自由児が通える学校が開校したということで、地域で生活するために必要な

サービス・資源について勉強会や懇談会の場を持ち、２０１６年にヴィーヴル

が開所し、放課後等デイサービス事業や生活介護事業が利用できるようになり

ました。いろいろな関係機関が協力していただいたことで達成することができ

ました。 

課題としては、福祉制度や障がい児教育も時代とともに変わり、保護者の意

識、社会の認識も変わってきました。父母の会では、子どもの成長とともに変

わっていく保護者の悩みを共有しながら、障がい児・者に関わる制度や特別新

教育について一緒に勉強し、これからも普通に地域でいきていくために必要な

ことを考え、活動していきたいと思っておりますが、そのために活動する仲間

の確保が難しい状況にあります。医療の進歩に伴い、助けられた命ですが、医

療的なケアがずっと必要なケース、就労に悩むケース等、一人一人さまざまな

課題があり、現状では、保護者のためのヨガ教室や本人対象とした音楽療法を

行たり、イベントや施設見学の案内等を行い、会に興味を持ってもらっていま

す。保護者の方が、それぞれの問題を話せる場所を作ることを目指しています。

学校が開校する等、一つの願いが叶ったとしても、子どもは成長するので、次

の問題が出てきます。しかし、会として、継続して行っていくことが難しいと

いう現状があるので、これからも続けて行っていきたいと思います。 

 先ほど、病院のことが話題としてありましたが、私の娘は２９歳になったの

ですが、てんかんの発作については小児科の先生が診てくださっています。し

かし、内臓的な問題や成人病の問題、婦人科の問題になってくると、診ること

が難しいということを先生から言われました。ずっと小児科では、診続けられ

ないこと、ずっと診続ける医学の部門はないことをいわれました。大人になる

と、肢体不自由の子たちは、将来的な問題も抱えているのですが、こういった

問題を外に出て話をすることが難しい現状があります。そのあたりを、会で埋

めていきたいと思っております。 

 

 ありがとうございました。年齢が上がってくるたびに課題がでてくることを

教えていただきました。また、後で、ご助言等をいただきたいと思います。 
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 発達障がい児者支援団体、にいはまローズです。活動内容としては、本人活

動と保護者支援を主な活動としていて、その他には、愛媛県下の保護者団体や

職能団体で構成されている「ＪＤＤｎｅｔ愛媛」に参加して情報交換などを行

っています。本人の活動は、専門家によるＳＳＴと保護者が計画して実施する

活動があり、いずれも小集団によるスキルの獲得を目的としています。専門家

による活動では、ライフスキルを中心に日常的に生じる様々な問題や要求に対

して建設的かつ効果的に対応するために必要な力の獲得を目指して計画・実施

していただいています。保護者による活動では、にいはまローズに通う子の多

くが自宅や限られた場所・人となら問題ないのだけれど、集団になったり、人・

時間帯・場所などが変わってしまうとできなくなってしまうという問題を持っ

ていますので、遊び要素の強い活動を通し、社会に近い環境で、毎回わずかな

変化、メンバーや活動内容の変化を入れながら成功体験を増やし、小集団適応

できるように目指して活動しています。今年度、独自の活動として、愛媛県が

主催で実施している「ライフスキルトレーニング指導者養成研修」というのが

今年度初めてありまして、愛媛県の各市町村からそれぞれ推薦されたメンバー

が参加をして、全１７回の講義・演習・実習などを行いました。にいはまロー

ズからも、２名「ＪＤＤｎｅｔ愛媛」の枠で声をかけていただきまして参加し、

勉強させていただきました。内容としては、やはり保護者向けというよりは実

際に日頃から支援を行っている指導者向けでしたので、来年度はぜひ新居浜市

からも参加していただけるとありがたいなと思っております。現在、にいはま

ローズで抱えている課題としては、本人活動に参加するメンバーとの年齢の幅

が大きく、小学生から社会人まで参加しているということで、これまでテーマ

は同じでも年齢や特性に応じて内容を変えて実施したり、学生と社会人に分け

て実施したりしていましたが、近年、社会人の人数が増えたことと、社会人の

ニーズが日常や職場での悩みを聞いて欲しい、話をしたい、また問題解決の方

法を教えて欲しいというミーティング型でまったりとした空間での活動を望

んでいる人が多くなってきていることから、従来通りの小集団のＳＳＴ実施が

難しくなっているということです。来年度、どのよう形態で実施すべきか、現

段階では模索中で、現状のまま実施すべきか、社会人のおしゃべりタイムを保

護者の活動にまわして、専門家活動の日にはＳＳＴの小集団を確保すべきか

等、頭を悩ませている最中です。 

 

 ありがとうございます。本人の成長によって活動内容が変わってきていると

いうことで、内容が幅広くなり、どのように行っていくかというところが課題

だというお話でした。 
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 愛媛県自閉症協会新居浜地区です。自閉症協会は、今年度、活動らしい活動

ができていません。従来どおりの会に参加したりなどの活動しかできておりま

せん。近年、会員さんの年齢が上がり、皆さん成人を迎えた方ばかりになって

しまいました。会の中では、親亡き後、どのように、その人たちの生活を支え

ていけるのかということに話題が集中しております。グループホームに入所す

るということを考えられている方が多く、あるいは入所型の施設に預けるとい

う方もおり、その２択になりつつあるように思われます。自分だけの力で生活

していくという方は少ない状態です。問題としては、グループホームに入所し

たら、自宅に帰宅した際にヘルパーを使えないという現状があります。その部

分を何とかできないのかという相談がありました。帰宅した際に、日曜日等に

余暇活動に参加しようとしても、ヘルパーが使えないと困るという問題があり

ます。今は、親が連れていけるのですが、年齢が上がるにつれて、親がサポー

トできなくなってきた時にどのようにしていけばいいかという問題がありま

す。また、グループホームの場合では、病院の受診やリハビリに、親が連れて

いけなくなった時にどうすればいいのかという問題もあります。 

 会には、学齢期のお子さんの参加者がいないため、現実に困っているお子さ

んの声を聞くことができていない状態です。もし可能であれば、支援学校の保

護者の団体があれば、会に参加していただければ、現場により近い意見を頂け

るのではないかなと考えております。 

 

 ありがとうございます。グループホームに入り、帰宅した際のヘルパーのこ

と等、課題がでてきているように思いますので、関係機関の方は、保護者の意

向などもふまえていただいて検討していただきたいと思います。 

 

 地域福祉課です。２か月に１回開催している新居浜市障がい児通所支援事業

所等関係連絡会において、障がい児や家族、支援者を含む地域の皆さんに対し

て「障がい児支援の専門機関」として使命を果たしていくために事業所として

の質の向上等の課題に対し、有機的なネットワークを形成し、自主的な取り組

みを行うこととしてきました。先ほどお話があった障がい児支援事業所におけ

る「ローカルスタンダード」づくりを行いました。ローカルスタンダードとは、 

「当該地域における標準的・普遍的な価値観」という意味で、地域での課題協

議をするにあたっての考え方の共通土台として作成を進めてきました。「合理

的配慮」「保護者支援」「関係機関との連携」「人材育成」の４つの方針を掲げ、

地域共通の考え方としての認識を持ち、サービス提供事業所としての課題をし

ていくことを基本理念として設定しました。今、現在、サービス提供事業所が

増えており、新居浜市は多い状態になっていますので、事業所が増えれば増え
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るほど、サービスに差ができてしまってはいけないということで、定期的に、

意見交換や協議を行っております。今後は、部会化を進めております。来年度

から、第２期障がい児福祉計画の策定が始まるので、意見反映を行っていこう

と、部会化を進めております。計画策定にあたり、今後事業所へのアンケート

などを行い、学齢ごとの支援・ニーズ・保護者支援の変化や、定員状況、待機

児童状況の把握を行い、より充実した支援を行うことができるよう今後も協議

を進めてまいります。 

 

 ありがとうございました。部会化を進めて、より支援を行っていくというこ

とでした。よろしくお願いいたします。 

 

 子育て支援課です。子育て支援課では、保育係、給付係、支援係の３つの係

りがあります。支援係の方で、子育てや家庭の悩み事などの相談を受けており

ます。相談の中には、不登校のことや、お子さんの発達のことなど、さまざま

な悩みの相談があり、相談内容によっては、各関係機関との連携が必要なこと

も多くあり、さまざま関係機関と連携をとっております。先ほどにも話があり

ましたが、関係機関との連携や情報共有が重要であり、関係機関との連携や情

報共有を図ることで、少しでも問題解決に向かえばと思っております。引き続

き、ご協力をよろしくお願いいたします。４月からですが、現在の子育て支援

課が２つに分かれまして、従来の子育て支援課と保育園の入所についてのこと

を取り扱う子ども保育課が新設されます。 

 

 ありがとうございました。４月から２つに分かれるということでした。業務

の量がそれだけ増えているのだと思われます。 

 

 保健センターです。保健センターで行っている発達支援は、子育て支援を含

む保護者支援と、発達・発育に関する専門的支援があります。子育ての支援と

しては、３０年に開所した子育て支援世代包括支援センターを中心に妊娠期か

らサポートしております。その後、健診や相談を経て、発育・発達の専門的支

援としては、新生児聴覚検査から始まり、３歳児健診まで実施しております。

その場面で、発達・発育を確認し、必要に応じて経過観察児のフォローアップ

事業とか、発達検査を保護者の方に提案し、その結果、療育につないだり、園

につないだりさせていただいております。今年度の１歳半健診、３歳児健診と

も、受診率は９６～９７％の方が来ていただいております。発達相談の方は、

健診の時に併設している方で８２人、個別に発達検査を行った方で５７人が相

談にきていただきました。その後、フォローアップ教室のにこにこ教室に参加
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していただいている方の延べ人数は、６８人で、１０回開催しております。各

関係機関との連携では、医療機関への紹介、児童発達や発達支援課との連携、

児童発達支援の申請等で地域福祉課と連携を行っております。 

 健診から発達相談や発達検査、フォローアップ教室へとつないでいく中で、

６か月間フォローアップ教室に来ていただいおります。教室には、検討委員と

して、竹本先生や関谷先生たち、発達支援課の職員の方に来ていただいている

のですが、子どもの関わりのヒントを頂いたり、様子の変化を見ていく中で、

保護者の方が今のうちにやれることがあればやりたいというご希望をお持ち

なって、療育につないでいるケースがあります。しかし、保護者の方が療育に

行く気が出たとしても、療育機関に空きがないという状態があり、保護者のタ

イミングと受け皿の療育機関のタイミングが合わないことがあります。送り出

す保健センターからすると、いいタイミングでつながって欲しいという思いが

少しあります。保護者の方が障がい受容する中で、行政の発達支援課の中に療

育機関があることは、意義が大きく、ハードルが低いので、発達支援課の相談

を受けていただき、すぐに療育機関につながらなくても保護者とつながってい

ただいているのは有意義だと思っております。保護者によっては、平日は、療

育に参加できないという方がおり、土日通所ができるような機関があれば良い

と思います。成人期の支援という部分で、保健センターの方でも妊娠期から保

護者の方と関わる中で、支援が必要な方もいらっしゃるので、子育て世代包括

支援センターができたので、丁寧に関わり、育児の方にもつながっていけてい

ると感じております。 

 

 ありがとうございます。妊娠から後、障がいを受容した後の療育に空きがな

くタイミングの問題のことや、平日に療育に通えない問題などの課題が見えて

きたかと思います。 

 

 産業振興課です。産業振興課では、いわゆるニートと呼ばれる若年無業者の

現状や就労へ向けた課題を広く市民に周知し、理解と協力を得るため、フォー

ラムを実施しております。今年度は、「ひきこもり支援を考える～地域支援ネ

ットワークの拡充と就労支援～」をテーマに、愛媛県健康増進課が実施したひ

きこもりに関する実態調査についての基調報告と、支援機関の方によるひきこ

もり支援についてのパネルディスカッションを行いました。 

 基調報告では、ひきこもりの人の７０％は男性で、４０代の方が最も多く、

年代とともにひきこもり機関が長期化する傾向にあることがわかりました。ひ

きこもりのきっかけは「疾病・性格など本人の問題」が多く、次いで「就職し

たが失業」「不登校」が原因となっている等の報告をしていただきました。ま
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た、パネルディスカッションでは、支援現場の話を基に問題提起した結果、社

会的孤立や排除を生まない共生社会を地域が一体となってつくっていくこと

が必要で、ひきこもりにならない支援、相談しやすい環境づくり等の取り組み

が挙げられました。結果としては、関係機関を中心とした５６名の方にご参加

いただきました。 

ニートやひきこもりの人は、発達障がいをはじめとする様々な困難を持って

いると思われるため、関係機関との連携は必要不可欠だと考えております。今

後とも連携をよろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございました。 

 

 新居浜特別支援学校です。今年度の取り組みとしては、テレビや新聞、市政

だよりでも紹介されましたが、高等部の作業学習に民芸班を立ち上げ、四国中

央市から通っているお子さんも多いことから水引を用いた製品づくりを始め

ました。また、川西分校では、現場実習にテレワークを使うという試みを初め

て行いました。在宅等の勤務が可能になり、生徒の就労の幅が今後広がるので

はないかと期待しております。今年度は、障がい者スポーツ大会での全国大会

出場や高等学校総合文化祭美術工芸部門で２作品が優秀賞、うち１作品が全国

大会出品など、生徒が活躍してくれまして、他の児童生徒や職員の励みとなり

ました。課題としては、子ども達が頑張っている姿が、まだまだ地域に十分ア

ピールできていないのではないかということがあります。例えば、校外学習な

どの買物学習や公共交通機関の利用に対して、一般利用者の迷惑になっている

という苦情が寄せられているという問題があります。子どもたちのマナーの指

導等には、一層努めながら、地域や周囲からの理解が得られるように努力して

いきたいと思います。もう一点は、複雑な家庭環境であったり、経済的な理由

で登校がままならない児童生徒がいるという点です。学校での指導・支援にも

限界があり、関係機関とのさらなる連携が必要であると考えております。 

 地域へのアピールということでは、地域との協働を目指して、地域の店舗に

本校の作業製品の展示・販売を行いたいという申し出を受けたり、卒業生の就

労先の企業からコラボ製品を作りたいという提案もいただいているので積極

的に取り組んだりして、子ども達がこんな力を持っているということを広く地

域の方に知っていただき、本校への理解を深めていただきたいと考えておりま

す。それが就労機会の拡大にもつながることを期待しております。就労につい

ていうと、未定とか結果待ちという生徒もいるため、正確な数字ではありませ

んが、３月１日に卒業する高等部３年生４１名のうち、一般就労が１５名、Ａ

型作業所が１名、合計１６名、３９％の生徒が就労となっております。就労移
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行支援Ｂ型、自立訓練、生活介護等、そちらの利用に進む方が２０名います。

進路が決まった３６名中、３３名につきましては、在学中に、現場実習などを

させていただいた企業や事業所へ進むことが決まっております。学校から、卒

業後もつないでいけると思っております。３名につきましては、希望していた 

実習先では決まらず、別の進路先になったのですが、卒業後も定期的に情報を

交換していきたいと思います。未定者、結果待ちの方が５名いますが、そのう

ち何名かは、不登校で家からも出られないと状況であり、長い時間をかけて本

人が過ごしやすい場所を探していかないといけないと考えております。 

 家庭環境、経済状況に困難がある児童生徒については、学校、家庭、相談支

援専門員、放課後等デイサービス事業所、子育て支援課、東予子ども・女性支

援センター等でケース会議を持って、情報を共有しながら支援にあたっている

のですが、収入があっても支払っていただけない家庭があったり、ヘルパーが

入ることを拒否する家庭があったり、なかなか解決に向かっていかない問題も

多々あります。最近感じていることなのですが、朝の登校の支援で利用できる

サービスが少ないと感じております。家庭で朝の支度をさせて、バス停ないし

は学校まで子どもを連れていくことができない家庭、本人たちは登校できれば

活き活きと活動できるのですが、登校させることが難しい家庭があります。い

ろいろ探しているのですが、朝のサービスを見つけることが難しいと感じてお

ります。全国的に調べてみると、朝の時間に定額で利用できる登校支援サービ

スをされている自治体もあるようなので、今後、拡大していただけるとありが

たいと思っております。 

 

 ありがとうございました。朝のサービスがあれば、助かる保護者の方もいる

と思われます。以前から課題になっていることだと思います。それでは、最後

に、私の方から発表させていただきます。 

 

 中学校では、特別支援学級だけでなく、通常の学級に在籍する生徒にも発達

障がいのため支援が必要な子どもたちが多数在籍しております。学校現場の教

員には、発達障がいの特性理解の上で将来の自立に向けたきめ細やかな指導・

支援が求められていると思うのですが、研修の機会も増えているものの、子ど

もによって一人一人適した対応が異なるため、適した対応を見つける力量を教

員が身につけることが難しいという現状があります。研修の機会を持とうとす

れば、多くの機会が存在しているのですが、特別支援教育の研修会となると、

特別支援学級の担任等が参加すればよいという雰囲気があり、通常の学級の先

生が参加しにくい流れがあります。その部分を拡大していく必要があると考え

ております。上手く対応を見つけられる先生とそうでない先生との差があると
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いうことが課題だと思います。当市は、特別支援学級の担任をすると、長い間

担当することが多いのですが、四国中央市では、数年間はいろいろな先生が特

別支援学級を担当しているそうです。通常の学級の先生も、何年か特別支援学

級に携わると特性の理解ができ、良い支援ができるのではないかと思っており

ます。当市の流儀といいますか、特別支援学級の担任になるとずっと担当して

いる方が、通常の学級に変わって担当するというのは難しいのかなと思うこと

があります。職員の資質向上を目指すには、どのような形が最適なのかと悩ん

でいるところであります。 

 

 時間の都合もあり、協議という形は難しいと思います。残りの時間は、委員

の皆さまからいただいた提案について、アドバイザーの先生からご助言をいた

だく形にさせていただければと思います。 

 

 新居浜市で行っている地域発達支援協議会と県の方で行っている特別支援

連携協議会とは違っている部分があると思います。障がい者自立支援協議会の

ようなものがたくさんでてきたのではないかと思います。教員研修などで、学

校の先生に発達障がいについて理解してもらい、授業の中でどう活用するか、

特別支援学級や通級教室だけではなく、通常の学級に在籍している子どもたち

にどう活用するかを検討する会が、特別支援連携協議会だと思います。新居浜

市の地域発達支援協議会は、自立支援の方と近いのかなと思っております。各

学校の特別支援教育コーディネーターがいるのですが、その先生方が、今日の

ような話を聴いてほしいのです。今日の話を聴いていただいて、それをベース

にしながら、小学校、中学校、幼稚園、保育園などで教育をしてもらうという

流れを作りたいという会なのだと理解しています。 

資料は、２月１３日の愛媛新聞に記載されていたものになります。県いじめ

防止対策指導者研修会で１５０人が集まっており、新居浜市からも教育委員

会、学校教育課が参加されていると思います。記事の中に、障がいの疑似体験

を行うという文言があります。学習障がいの疑似体験については、体験して先

生方に理解してもらわないといけないのですが、自閉症、ＡＤ／ＨＤの疑似体

験を小学３・４年生に体験させることは、いじめの材料を提供することになり、

伝える内容等を選ばないといけないため、擬似体験をさせることは心配だとい

う意見が講演の中にあったようです。これまで、「不登校の背景にある発達障

がい」ということは知られていましたが、このたび、「いじめの背景にある発

達障がい」ということが県の方で話題になりました。やっと、そこまできたの

かという思いです。 

また、４月から親の体罰が初定義され、体罰としつけとの違いが明確になり、
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法令化されます。物を盗んだのでお尻を叩く、廊下に長時間座らせているなど、

体罰とは何かについて学ぶことは、特別支援教育の研修や教員研修の基礎にな

ってくるかと思います。 

新居浜市では、巡回相談という形で、活発に、保育園・幼稚園・小中学校を

訪問されていると思います。事業所の方で行う保育園等の訪問支援ということ

で県の障がい者（児）療育等支援事業があります。新居浜市では、わかば共同

作業所になります。このようなに県担当の保育園訪問と新居浜市の発達支援課

の保育園訪問との２つの訪問があると思うのですが、その住み分けはどうなっ

ているのかと考えることがあります。本人支援なのか、職員支援なのかという

部分についても、今後課題になろうかと思います。 

このたび、学校指導要領の変更により、幼稚園と保育園では、１０の姿とい

うものに細分化しました。１０の姿という領域で、子ども達がどのような育ち

をしているかという記録を小学校へ送るという仕組みが去年の３月から始ま

っており、今年で２回目になります。また、幼稚園・保育園に通っている子ど

もについて気になることがあれば、児童発達支援事業の方に行く場合があるの

ですが、事業所の方の本人支援のガイドラインにも、同じようにこの領域が書

かれています。保育園の１０の姿と、特別支援学校の指導要領にある自立活動

の６区分の２７項目がつながっています。幼児期から、高等学校卒業まで同じ

ような視点で、例えば人間関係であれば人間関係についてずっと追いかけてい

くというような仕組みができあがったということです。放課後等デイサービス

にもガイドラインがあり、改正案がインターネットに出ております。来年度改

正したものが出るのではないかなと思うのですが、放課後等デイサービスの本

人支援の中に、学校の自立活動の内容と連携していくという、トライアングル

プロジェクトにつながる具体的な案が出てきています。児童発達支援事業所、

幼稚園、保育園、小・中・高等学校、放課後等デイサービスが、子どもの視点

で支え合うという仕組みができて、個別の教育支援計画や指導計画などで連携

していくことで、家庭・教育・福祉によるトライアングルが上手く出来上がる

のではないかと思います。 

資料の図は、幼児期の終わりまでに育って欲しい姿の概念図になります。小

学校にあがるまでの支援ということで、養護があり、乳児期における保健セン

ター、健康センターでの支援の部分となります。その後、幼児期に、５領域、

１０の姿があり、小学校にあがる頃に求められる資質・能力として、３つの柱

があります。３つの柱は、「知識及び技能の基礎」、「思考力、判断力、表現力

等の基礎」、「学びに向き合う力、人間性等」になります。次の図は、自己肯定

感から認知能力までの全体像を表したものになります。先ほどの３つの柱の１

つのである「知識及び技能の基礎」が「認知能力」を表しており、「思考力、
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判断力、表現力等の基礎」が「思考系能力」を表しています。「認知能力」の

下に「思考系能力」があり、その下に「非認知能力」があります。この「非認

知能力」が幼稚園・保育園で重要になります。「非認知能力」の下には、「自己

肯定感」があり、愛着や信頼に関することであり、乳幼児期の大事なことにな

っております。特に、非認知能力は、発達検査で測ることができない頑張る力、

我慢する力であり、大人になってからも大事になります。いじめや不登校の問

題においても大事なものとなります。この非認知能力の部分を教えていこうと

いう流れがあります。この非認知能力が土台にあって、認知能力に結び付いて

いくということが書かれているのが、この図となります。４月から小学校の教

科書が変わります。教科書の中で、非認知能力をどのように位置付けるのかに

ついて考える必要があります。また、発達障がいの子ども達の認知能力につい

ては、実行機能やワーキングメモリーが関連しているのですが、このあたりの

非認知能力や認知能力について、学校の先生には教員研修等で勉強していただ

き、学習の中で伸ばせるように配慮していただくようになると思われます。ま

た、このワーキングメモリーと実行機能は、特別支援教育に限らず、児童生徒

が互いに対話すること、話し合いながら物事を解決していくアクティブラーニ

ングの基礎になるものですから、通常の学級にも関連しています。２月１２日

の愛媛新聞で実行機能に関する記事が載る時代になっております。その記事の

中には、実行機能や非認知能力スキルの向上をうたう書籍や情報は、科学的な

根拠がないものも多いと書かれていますが、どの情報に正しい根拠があるのか

についても、学校の先生は勉強していく必要があると思います。 

一部の子ども達だけではなく、全ての子ども達の学力向上につながるような

支援をするためには、学級経営が重要になってくると思います。これまで、ク

ラスの中に気になる子どもがいれば、学校支援員や加配の先生がその子につい

て大人と子どもの一対一で対応するようになっていました。しかし、子ども同

士の関係を作って子ども同士が支え合っていくという形を作らないとだめで

はないかなと思います。学校の先生は１年ごとに先生が変わってしまいます。

担任と人間関係が構築できても、担任が交代してしまうと一から関係の作り直

しをすることになります。しかし、友達はずっと関係が続きます。幼稚園から

の友達が、小学校、中学校、高等学校まで続くことを考えると、友達との支え

合いをもっと大事にしないといけないと思います。支え合う関係という部分で

学級経営が大切になります。この学級経営の部分が教員研修においても重要に

なります。 

以上のような話を、県の特別支援連携協議会で話をしながら、各学校で取り

入れていただければありがたいと考えております。そういう意味でいうと地域

発達支援協議会は、行政の仕組みの中では１つ上のランクの会になると思われ
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ます。本日発表された意見や情報を共有し、各学校が取り入れるという流れが

あるといいと思います。例えば、小学４年生で、バリアフリーについて勉強す

るのですが、その際に、今日の発表にあったご意見などをいただき、学校でそ

の意見を取り入れた教材研究をするということがあればよいと思います。 

次の図は、学級・ホームルーム運営と生徒指導の関連図になります。２０１

０年に生徒指導提要が出ました。発達障がいの子ども達に対する指導の手引書

の第１号というものが出ているのですが、その中に、この図が出ております。

発達障がいの子ども達を支えるのは、学級経営、友達との関係であることを説

明しております。「なぜあの子だけを特別扱いするのか」という捉え方ではな

く、お互いに助け合いながら生きていくという共生社会につながる基礎の部分

を子ども達に伝えていくことを説明している図となります。幼稚園・保育所か

ら小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の保育・教育の中で、この問題を

どのように取り組み、教員研修につなげ、授業改善を行っていくかという課題

になると思っております。 

 

大変ありがとうございます。 

 

先ほど出ていました虐待とマルトリートメントの問題があると思います。

今、虐待は問題になっているのですが、命の問題以上にたくさんの問題があり

ます。行動問題や精神疾患の問題について、学校の教員がもっと知る必要があ

ると思います。長期の被虐待にさらされて育った人は、その後、ＤＶ加害やレ

イプ被害など、薬物依存や自殺企図などといった問題が、長期被害にあってい

ない人よりも多くなっているという研究結果がでています。命が無くなってし

まうことよりも、はるかに多くあるという問題があります。虐待は親だけがし

ているのではなく、子どもの周りにいる全ての人の問題であるという点で、廊

下に正座させるなどという指導も虐待の問題につながっていくと思います。こ

の部分を、おさえていく必要があります。最近は、自閉症スペクトラムにつき

ましても、自閉らしい行動が本当に自閉の本体なのかという議論が海外で出て

きています。日本語版の Early Start Denver Model の本の中にも書かれてい

ますが、例えば、自閉症スペクトラムで目が合いにくい人が少なくなっている

と思うのですが、目が合いにくいことは二次的に獲得されているという新たな

知見もあります。ですから、虐待とマルトリートメントの問題についても、学

校現場でしっかり研修していただきたいと思います。特別支援教育の研修とい

えば、特別支援学級の教員ばかりが参加するので、虐待やマルトリートメント

の問題から入っていただけると生徒指導の面から入ることができると思いま

す。また、発達障がいというとＬＤ、ＡＤ／ＨＤ、自閉症しかピンとこないの
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ですが、日本の法的には、吃音、チック、緘黙なども発達障がいということな

ります。学校や子育て支援分野では、吃音、チック、緘黙などへの保護者の理

解を進めていく必要があります。どうしても治そうとしている人が多く、これ

らの症状は親の育て方の問題だと誤解している人が多いということがあり、教

員だけでなく、一般の保護者を含めて市民全体に啓発を行っていく必要がある

と思います。これらの方面から入っていく方が、「特別な支援」にならずに済

むのではないかと思います。子育て支援、早期発見、早期支援をされています

が、早期発見というと、０歳～１歳では割と自閉症スペクトラムを見つけやす

いところがあって、早期支援が重要だという点は理解できます。その一方で、

子育て上で非常に気になる癖という部分にも目を向けて、保護者に寄り添って

もらうことは、虐待予防になると思っております。ちなみに、パーソナリティ

障がいについても学校の教員にも知っておいてもらいたいのですが、本日は省

略します。個別の指導計画と個別の教育支援計画についてです。来年度から、

新学習指導要領が小学校で開始しますが、伊予市の会に出た際に、通級も含め、

指導計画と教育支援計画の作成率が伊予市では１００％なっているという報

告を受けました。また、通級を利用していない通常の学級に在籍している子ど

もについては、２桁の作成数になっているという報告がありました。指導計画

書や教育支援計画に関する割合と数量について、地域発達支援協議会では、ど

のように共有していくかを検討していく必要があると思います。 

不登校問題ですが、発生率が１０％であるということは、個人の問題ではな

く、構造的、組織的な問題ですので、個人に対する対応だけで解決しないとい

う考え方が必要です。個別対応というのは、発生率が２％の人たちに当てはま

るものなので、発生率が３％を超える場合は、構造的な問題があると考えます。

したがって、学校の在り方自体を変える必要があります。今まで取り組みのよ

うに、学校に行かせるかどうかではなく、子どもが行く必要性を感じる学校に

なっているかどうかが大切だと思います。また、学校に行ける安心感も必要だ

と思います。これは、学校が安全・安心の場になっていること、家庭環境も含

めてだと思います。子どもたちの生活環境が、安心・安全を保障されているか

どうか、安心・安全の保障がないところで学習意欲は出てきません。学校の在

り方が問われていると思います。全国で１０数校は、デモクラティックスクー

ル、サドベリースクールと言われるものができてきています。教員に誰を雇う

か、学校のルールをどうするかについてまで、子ども達が関与するという子ど

も達による学校ができています。近いところでは、広島県が公立校でデモクラ

ティックスクール、サドベリースクールを開校しました。子ども達と一緒に、

学校をどう作るかを考えることが必要になってきています。この部分が、校則

にも関係していると思います。一方で、ＬＤ学会で話題になっていることは、
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学校は勉強するところなので、いかに学習支援をするかということです。「新

しい時代の学びを支える先端技術活用方策」というものが昨年、出ております。

この中に、ＩＣＴ活用のことが出ておりますが、何のためにするのかというと、

多様化している子ども達の学びを充実させるために行っているのであって、Ｉ

ＣＴを入れることが目標ではありません。手段にすぎません。そういう点で、

先生方が、学校というところは勉強する場所であり、子ども達の勉強がどれだ

け充実したかという部分に目を向けていただきたいと思います。 

入試についてですが、昨年度の高校入試では、３２人に特別措置があり、そ

のうち８人が、発達障がいということでした。もう少しで、２桁になるので、

新居浜市でも頑張っていただきたいと思います。 

就労関係についてですが、雇用に関してはどこでも深刻な問題になっており

ます。障がい雇用についても、積極的な事業所が増えてきています。今、問題

となっていることは、４０歳代からの早期離職です。本人自身からの申し出に

よる離職が多くなっており、企業で困っているところとなっております。４０

過ぎても働き続けられる教育はどうしたら良いかという部分が課題になって

いると思います。 

最後ですが、生活保護等の福祉サービスを受けることができている人はいい

のですが、利用しない人の中に問題となるケースがあります。児童相談所でも

困っている問題になっております。在学中に、アドボカシー教育とか主権者教

育といった自分の権利を自分で守る力を育てる必要があります。そういった点

でも、個別の指導計画、個別の教育支援計画を活用し、合理的配慮をしていく

必要があります。トライアングルプロジェクトの中心にあるのは、本人自身に

なります。本人自身の決定をバックアップするためのトライアングルプロジェ

クトなので、ぜひ新居浜モデルを作っていただきたいと思います。 

 

 親の会のことですが、皆さんはどこの指導も受けず、自分たちで協力をする

中で、親の会を作ってこられ、子どもさん達は２０歳を過ぎるまでになってい

ます。その親の会の中に、今の３、４歳のお子さんを持つ親の方たちが入って

一緒にやっていくことは難しいと思います。世代が違うという問題もありま

す。また、ペアレントメンターなど、先輩の親が若い親に教えるといった仕組

みもあるのですが、上下の関係みたいになってしまいやすいと思われます。３、

４歳のお子さんを持つ親の方たちが、親の会や団体を作って、皆さんの団体と

交流するといった自然な関わりの中で、先輩の知識を提供していただくと良い

と思われます。そういった発想の転換がないと、従来ある親の会に、小さい子

どもを育てている親の方は入りにくいと思います。今の３、４歳を育てている

親の方が、自主的に情報交換をして助け合うための親の会を作るきっかけを、
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発達支援センターや保健センターで支援してもらえると良いと思われます。昔

よりは、公的に支援する仕組みができているため、親の会の必要性が弱くなっ

ているのだとは思うのですが、公的な支援ではカバーできない本音の情報交換

ということで、親の会は必要だと思います。いろんな親の会があって、親の会

同士のつながりや交流を作っていくことが良いと思われます。新居浜で良い先

例を作っていただければと思います。 

 

 ありがとうございました。皆様から、たくさんのご意見とご助言をいただき

ました。協議したいことはたくさんあるかと思いますが、これらは次年度にま

わさせていただきたいと思います。課題を解決していく手立てを考えていきた

いと思います。 

 

令和元年度地域発達支援協議会は本日が最後になります。新居浜市の発達支

援の取組につきまして多方面からご意見やご助言をいただきましてありがと

うございました。 

 なお、委員の任期は令和２年６月３０日までとなっております。引き続きよ

ろしくお願い致します。皆様のご協力により、円滑な議事進行ができましたこ

とに重ねてお礼を申し上げまして、協議会を終わりにしたいと思います。 

 


